
第１１１３回例会 ７月３１日(金) 移動例会（夜間例会）                「横濱楼」 

第１１１４回例会 ８月 ７日(金) 理事役員会②、委員長会議報告         ホテルモリノ 

第１１１５回例会 ８月２１日(金) 会員ショート卓話                   百合丘カントリー倶楽部 

 

 

【点 鐘】              鈴木 豊成 会長 

【例会場】               ホテルモリノ 

【ソング】              碓井 美枝子 SAA 委員 

ロータリーソング  四つのテスト 

【ゲスト・ビジター紹介】           鈴木 豊成 会長 

◆麻生警察署長 三鬼 洋二 様 (卓話者) 

◆川崎百合丘ＲＣ 白井 旭 様 

 

【会長報告】             鈴木 豊成 会長 

１．ガバナー事務所より  

①米山奨学生 夏季リクリエーションの案内   

  日時：８月 30 日(日）７：10 横浜駅西口・ホテル 

          キャメロットジャパンの前に集合 

  行先：沼田方面 

②クラブ青少年奉仕委員長会議の案内 

  ８月６日(木） 15：00～17：00  

  メモワールプラザソシア 

③「クラブ戦略計画」についての卓話者派遣の件 

  ９月以降の行事の無い日を選んで派遣要請をする。  

（当クラブは、地区戦略計画委員の鈴木憲治会員に    

卓話をしていただく。） 

２．川崎百合丘ＲＣより 納涼会の案内 

  ８月４日(火） 点鐘 17：30  納涼会 18：00～    

ホテルモリノ７Ｆ 
   

【幹事報告】             鈴木 昭弘 幹事 

◆例会変更   ◎横浜あざみＲＣ ８月 12 日(水）休会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆会報着 ◎新川崎ＲＣ 第 980 回(５/27)～第 984 回(6/24） 

◆他クラブの次年度活動計画書が届く ◎川崎鷺沼ＲＣ 

   

【出席委員会】            親松 明 委員長 

例会数 会員 出席 欠席 修正 出席率 

1112 回 26 22 4  84.6％ 

1111 回 26 18 8 4 84.6％ 

1110 回 26 21 5 2 88.5％ 

   

【ニコニコ委員会】           尾作 弘 委員長 

 第 1112 回(件数) 合 計 

ニ コ ニ コ    20 件 ￥21,000 

◎お客様 

◆川崎百合丘ＲＣ 白井 旭 様【本日お世話になります】 

◎当クラブ  

◆鈴木豊成会長【麻生警察署長 三鬼様 卓話よろしくお願  

いいたします】 

◆鈴木昭弘幹事 ◆梅澤 馨会員 ◆梶 俊夫会員【同上】 

◆鈴木憲治会員 ◆鈴木眞一会員 ◆長瀬敏之会員【同上】 

◆青戸慶太会員 ◆臼井 勉会員 ◆碓井美枝子会員 

◆宇津木茂夫会員 ◆大野 勉会員 ◆尾作 弘会員 

◆親松 明会員 ◆君塚 毅会員 ◆佐々木範行会員 

◆森 茂則会員 ◆森 啓伊会員 ◆蓬田 忠会員 

    以上、ご協力ありがとうございました。 
   

【米山記念奨学】           碓井美枝子 委員長 

 第 1112 回(件数) 合 計 

米山記念奨学    1 件 ￥10,000 

◆志村幸男会員【三鬼署長 招聘卓話よろしくお願いします】 

 

 

 

 

 

 

 
   

第 1112 回 例会記録 平成 27 年 7 月 24 日（金） S.A.A 委員長 森 啓伊 

回 例会記録 平成 20年 5 月 30 日(金) S.A.A 委員長 森 茂則 

［例会日］第 1・2金曜日 12：30〜13：30［例会場］ホテルモリノ新百合丘 7F TEL：044-966-1300 

［例会日］第 3・4金曜日 12：30〜13：30［例会場］百合ヶ丘カントリー倶楽部 2F TEL：044-966-1300 

［例会日］第 5・ 金曜日 12：30〜13：30［例会場］百合ヶ丘カントリー倶楽部 2F TEL：044-966-1300 0R 移動例会 

 



【招 聘 卓 話】     麻生警察署長 三鬼 洋二 様 

 

 

 

 

 

 

 

 麻生警察署長の三鬼でございます。 

本日は、お招きを頂き誠にありがとうございます。 

 初めてお会いする方もいらっしゃいますので、簡単に自己

紹介をいたします。 

 私は、今年３月まで、本部の刑事部管理官という職名で、

刑事関係法令の解釈運用や、刑事警察官の指導教養を担

当する刑事指導室の室長をしておりました。 

 警察官になりましたのは、昭和 57 年で警察歴は 33 年とな

ります。経歴の大半は、殺人などの重要凶悪事件を担当す

る捜査一課を中心に刑事畑で過ごしてまいりました。 

 本日は、聞き込み捜査についてお話をして、各方面のリー

ダーである皆様に、犯罪捜査への理解を深めていただこうと

いうことにいたしました。 

 犯罪捜査とは何か、ということですが、一言で言えば、過去

の再現作業だと考えております。当たり前といえば当たり前

ですが、そのための作業として、現場をはじめとした事件関

係箇所、あるいは被害者などの人物を中心に、過去に何が

あったか、という事実を掘り起こして、時間軸の上に点を打つ

ようにおいていく、そうしていくことで、点と点が完全にはつな

がらなくても、ある程度の線を描き、一定の事実が強く推認さ

れるようになります。 

 そして、この推認される事実が、色々な証拠によって煮詰

められていって、最後には公訴事実、つまり、裁判にかけら

れる事実となって、そこで犯罪捜査は一応の結末を迎える、

ということになります。 

 この一つ一つの点を探す作業の代表的な手法の一つが、

聞き込み捜査です。 

 聞き込み捜査は大きく分けると、現場を中心に行う、私たち

が「地取り」とか「足取り」と呼んでいるものと、被害者などの

事件関係者の交友関係を中心に行う「敷・鑑」と呼んでいる

ものの二つに分かれます。 

 ですから、特捜本部を設置するような重大事件が発生しま

すと、捜査一課から、管轄の警察署に「敷・鑑」を担当する捜

査班と、「地取り」を担当する捜査班の二個班が投入されると

いうのが基本パターンになります。 

 ここでは、現場を中心に行う「地取り捜査」における聞きこ

み捜査についてお話をしたいと思います。 

 「地取り捜査」は現場を中心に地区割りをして、地区ごとに、

担当捜査員を決めて投入し、担当地区にお住まいの方、一

人ひとりからお話をうかがうというスタイルで行われますので、

面の捜査ということも出来ます。 

 ところが、この聞き込みを受けた方から、捜査本部に対して

「根堀、葉堀、しつこい」とか「犯人扱いされた、責任者を出

せ」という苦情が持ち込まれます。あまりに苦情の数が多いと、

捜査幹部が苦情対応に追われて、じっくり捜査資料を読み

込んだり、捜査方針を考えたりする時間もなくなってしまい、

非常に困ってしまうのですが、原因の大半は、捜査員の説明

不足です。 

 なぜ、そういうことになるかということですが、被害者や事件

関係者ならば、こと細かく事情を聞かれるのも、ある程度、仕

方がないと納得も出来るのでしょうが、たまたま近所で事件が

あったというだけで、事件とは無関係な人たちにとっては、犯

人らしき怪しい人を見たりしていなければ「知らない、見てな

い」と一言言えば、それで終わりだろう、しつこく聞くということ

は疑っているのか？ と考えるのは、無理のないことです。 

 しかし、実際、地取りの捜査幹部は捜査員に、 

○４人家族なら、４人全員に当たれ。 

○家族全員が、いつ何処にいたのか、どういうコースを通っ

てそこに至ったか。 

○そのコースを通るとき、何を見たか聞いたか覚えているか。 

○その時間は、いつ頃か、その根拠は何か。 

○聞いたことは全て裏を取れ。 

 というように、まるで近所の人を犯人だと疑ってかかれ、と指

示しているようにも聞こえる。ご近所からすれば、とんでもない

ことを指示しています。 

 なぜ、こういう指示をするのか、裏まで取らせるのか、と言う

理由ですが、最初に、犯罪捜査というのは… 

過去を再現していく作業であり、現場を中心に過去に何があ

ったかを探し出し、時間軸の上に点を打ち、線につなげる作

業。 と、申し上げましたが、これらの点は、点を打つ時点で

は、それが事件と関係あるのかないのか、現場周辺であった

ことを徹底的に探し出しているといのが実際のところです。 

 例えば、現場から３００メートル離れた場所に、奥さんと子供

二人の４人家族で住んでいる田中さんのお宅では… 

  朝、ご主人は出勤のため現場とは逆方向の駅に向か  

った。帰りはその逆。子供二人は学校に登校した。 

  学校は現場とは逆の方向にあるので、現場近くは通らな

い。帰りはその逆で、帰宅してから外出していない。奥さんは、

一日中、家事に追われて外出しなかった。 

とします。そうすると、田中さん一家が、何か被害者と接点の

ある人でもない限りは、事件について何も情報は出ない、と

 



いうように思われます。 

 ところが、ご主人の駅までの出勤コースと通過時間を詰め

てみて、その途中で、何を見たか、聞いたか、覚えていること

はないか、を良く思い出してもらうと… 

毎朝、白い大きな犬を連れて散歩している佐藤さんを見た。 

黒色のタクシーとすれ違った。と言う様な、話が出てくること

があります。 

子供にしても… 下校途中、自動販売機にジュースを補

充している業者を見た、 などを思い出すかも知れません。 

外出をしなかった奥さんも…  廃品回収の車の放送を聞

いた、いつも来る保険の外交員さんが来た、 ということを思

い出すかも知れません。 

 犬の散歩をしていた佐藤さんも、タクシーも、ジュースの業

者も、廃品回収も、保険の外交員も、田中さん一家にしてみ

れば、怪しい人ではありませんから、「怪しい人を見かけなか

ったか」と聞かれれば「見ていない」となります。 

 これでは捜査が進まなくなってしまいます。しかし、色々し

つこく聞くことによって、犬の散歩をしていた佐藤さんにも、タ

クシーも調べて分かれば、運転手さんにも話を聞けるように

なります。捜査が広がるわけです。 

 もちろん「田中さんから聞いた」などとは言いませんが、この

人たちを犯人だと疑うわけでもあります。 しかし、人の記憶

は直ぐに薄れてしまうものですから、とにかく、早く受け持ち

エリア内の全員に当たりたくて、急ぎ足になり、説明が足りな

くなるという部分があるのは、自分も経験してきたことです。 

 聞き込みを受ける方から、特にご理解をいただけない場合

が多いのは、犯人が逮捕された後の聞き込みです。警察は、

犯人が逮捕されていても、同じように聞き込みを行います。 

 そうすると、聞込みをされるご近所の方は「もう捕まったんだ

から良いじゃないか」ということになり、またまた、苦情の電話

が寄せられるということになります。 

 しかし、ネット犯罪なら別ですが、犯人が現場に足を運ばな

い限り、犯行を犯せない事件の場合、犯人に対して犯行前

後の足取りを徹底的に取り調べます。 

 そうすると、犯人の方からも、「現場の前で自動販売機のジ

ュースの詰め替えをしている業者を見た」とかいう話が出てき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 聞き込みの結果、それが裏付けられれば、事件当時、犯人

がそこに居たからこそ出来る話ですから、その日、その時、そ

の場所に、犯人が居たことは間違いない。となります。 

 大方の犯人は、捜査段階では犯行を認めていても、裁判

が始まると否認に転じますし、うそのアリバイを主張するかも

知れません。ですから、こういう客観的な証拠を積み上げる

必要性が出てくるわけです。 

 長々とお話をしてしまいましたが、こういう聞き込み捜査に

付随して警察に寄せられる苦情は、全体のほんの一部で、

実際には、もっと多くの方が不快な思いをされていることと思

います。 

 皆様のご近所でこのような凶悪事件が発生することはない

と思いますが、聞込み捜査とはそういうものなんだ、ということ

をご理解いただき、もしも、誰かから「警察の聞き込みがしつ

こかった」とか「犯人扱いされて腹が立った」というようなお話

を聞くことがありましたら、そのときは… 

  『違うんだよ、聞込みっていうのはね・・・』 

という感じでご説明していただき、誤解を解いていただけれ

ば有難いと思います。それと同時に、どうか今後とも、犯罪捜

査を初め、各種の警察活動に対する、変わらぬご理解とご

協力を賜りますようお願いを申し上げます。 

 最後に、聞き込み捜査とともに、それに従事している刑事と

いうものへの理解も深めていただきたく、「刑事の誓い」という

詩をご紹介して終わりとさせていただきます。 
   

  社会正義のために   これが我々の使命である 

  打てばひびく     これが我々の感覚である 

  腰軽く粘り強い    これが我々の根性である 

  心と心のふれあい   これが我々の誠意である 

  物からものを聞く   これが我々の科学である 

  話し上手よりも聞き上手 これが我々の技術である 

  どんな役にも誇り   これが我々の組織である 
   

 ご静聴ありがとうございました。 

 

【四つのテスト】             老沼 純 会員 

【点  鐘】             鈴木 豊成 会長 

【会報委員会】               文責：蓬田 忠 卓話者 三鬼署長のプロフィールを紹介する長瀬敏之会員

 

 

 

 
 

鈴木豊成会長より三鬼署長へ卓話のお礼 


